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論文要旨 

 

本論文では，これまでの感謝研究を踏まえて，感謝する側と感謝される側がいる対人

相互作用の中では，感謝感情を表出する行動，すなわち「感謝表出行動」が重要であるこ

とを説いた。その上で，感謝表出行動には様々な行動レパートリーがあるという前提に立

ち，感謝される側に，感謝の思いを伝えるためには，感謝される側がいる社会的状況に適

切であり，また，感謝される側との関係に効果を発揮する伝え方が求められると考え，ソ

ーシャルスキルの観点を採り入れた。このような考えのもと，「感謝表出スキル」という

概念を創出した。 

本論文の目的は，「感謝表出スキル」という概念を用いて，「感謝表出スキルの実行が

互恵関係の形成を介して対人認知に及ぼす効果」を解明することであった。そのために，

研究 1から研究 11までの実証研究を行った。 

研究 1では，感謝表出スキルの実行に至るまでの生起過程について，同性および異性の

友人関係を対象に，感謝した場面，感謝感情の状態，感謝表出行動を質的に調査し，一定

の生態学的妥当性に基づいた，感謝表出スキルの実行に関する示唆を得た。 

研究 2では，研究 1の結果を踏まえ，初対面の 2者間を対象に，感謝表出スキルの実行

が，ジレンマ状況にいる感謝される側の協力行動を維持し，互恵意識を高めることを実証

した。これは，感謝表出スキルが互恵関係の形成に及ぼす効果を実証したことになる。 

研究 3では，研究 1の結果をもとに感謝表出スキルの実行を測定する 10項目を作成し，

研究 2の結果を踏まえ，他者全般を対象に，感謝表出スキルの実行が知覚されたサポート

を媒介して孤独感の低減に及ぼす効果を実証した。これは，感謝表出スキルが互恵関係の

形成を介して対人認知に及ぼす効果を実証したことになる。 

研究 4では，研究 3の結果を頑健なものにするために，感謝表出スキル・トレーニング

によって，日々の感謝表出スキルの実行を促し，孤独感の低減効果を追認した。研究 4ま

での実証研究を行った結果，感謝表出スキルの測定に関する問題や，孤独感が高い者をス

クリーニングする必要性が明らかになり，それらを踏まえることで，感謝表出スキルが互

恵関係の形成を介して対人認知に及ぼす効果を精緻化することができると認識した。そこ

で研究 5からは，感謝表出スキル尺度を開発することを目指して，感謝表出スキル尺度の

妥当性に関する複数の証拠を収集した。 

研究 5では，感謝表出スキルの適切性と効果性に関する認知を調査し，感謝表出スキル
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の行動レパートリーのうち，どのような行動が適切かつ効果的であると認知されているの

かを明らかにし，適切性と効果性を備えている感謝表出スキルの行動レパートリーを測定

できる項目を選定した。 

研究 6では，研究 5の結果を踏まえ，感謝表出スキルの実行の実態を調査し，感謝表出

スキルの行動レパートリーのうち，どのような行動が実際に実行されているのかを明らか

にし，実態に即した行動レパートリーを測定できる項目を選定した。研究 5と研究 6によ

って，感謝表出スキル尺度は，2 因子から成り，適切かつ効果的であると認知されている

行動レパートリーの実行の程度を測定することができる尺度になった。 

研究 7では，感謝表出スキル尺度の信頼性をさらに頑健なものにするために，再検査信

頼性を検討した。その結果，感謝表出スキル尺度の再検査信頼性の値は中程度の値であり，

感謝表出スキル尺度の信頼性に関する証拠を収集することができた。また，感謝表出スキ

ル尺度の予測的妥当性も検討した。その結果，感謝表出スキル尺度の予測的妥当性として，

感謝表出スキル尺度得点の高いものほど，「知覚されたサポート」「互恵意識」「信頼感」を

高く評定し，「孤独感」を低く評定することを実証した。 

研究 8では，感謝表出スキル尺度得点が高い者は第三者の他者から見た場合でも，感

謝表出スキルの行動レパートリーを上手に実行できていることを示した。感謝表出スキル

尺度得点と他者評定得点との相関係数は小さい効果量の値であった点は，感謝表出スキル

尺度の妥当性が低いことを意味しているのではなく，感謝表出スキルという概念が，感謝

される側の他者や社会的状況の特徴に依存することを意味していると言える。 

研究 9 では，研究 5 から研究 8 までの感謝表出スキル尺度に関する実証研究を踏まえ，

感謝表出スキル尺度とソーシャル・ストーリーという手法を用いて，感謝表出スキル尺度

得点が高い人は，様々な対人感謝場面で感謝表出スキルの最適な実行方法を選択すること

を実証した。ソーシャル・ストーリーで取り上げた 8つの行動選択肢のうち，必ずしも実

行されていない行動は，各ストーリーにおける感謝表出スキルの最適な実行方法として重

要な行動要素であることが示された。このような知見は，感謝表出スキル・トレーニング

による介入において，感謝表出スキルの実行を促す際の実証的根拠となった。 

研究 10では，感謝表出スキル尺度に潜在ランク理論を適用し，感謝表出スキルの実行レ

ベルを順序性のあるランクで評価できるようにした。感謝表出スキル尺度では，潜在ラン

ク理論を適用すると，感謝表出スキルの実行レベルを 5段階で評価できることが明らかに

なった。この知見は，研究 9と同様に，感謝表出スキル・トレーニングによる介入におい
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て，感謝表出スキルの実行を促す際の実証的根拠となった。 

研究 11では，研究 4で十分に実証できなかった，感謝表出スキルの実行が孤独感の低減

に及ぼす効果について再び取り上げ，孤独感の高い者をスクリーニングし，研究 9と研究

10の知見を取り入れた感謝表出スキル・トレーニングによって，感謝表出スキルが互恵関

係の形成や対人認知に及ぼす効果を検証した。その結果，研究 11での感謝表出スキル・ト

レーニングは，信頼感の向上や孤独感の低減に対して一定の効果を示した。 

以上の 11個の実証研究の成果を総合すると，本論文では，感謝表出スキルの実行は，

感謝する側を取り巻く他者との互恵関係を形成・維持し，その互恵関係を介して，当人の

対人認知を改善することを明らかにしたと言える。 

本論文の知見をもとに，今後は，教育，産業，臨床のフィールドにおいて，感謝表出

スキルの実行を促す介入を実施し，実践的な効果を検証していくことや，オンライン上に

おいて，感謝表出スキルの実行が，感謝する側と感謝される側に，どのような効果を及ぼ

すのかを検証していくことが望める。このような今後の展開は，本論文では取り上げられ

なかったため，今後，感謝表出スキルの実行の効果を精緻化する上で，積極的に取り上

げ，感謝表出スキルの実行を促すことへの実質的な意味を追求していく必要がある。 

 


